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〇 法人が中心となった共同活動により、農業を継続できる環境の整備、荒廃農地の再生を実
施。付加価値を高めた農産物の直接販売や女性の力を活用した野菜栽培等に取り組む。 

 

○ 共同活動では、法人が中心となり、獣害から集落全体を

守るための防止柵の設置、草刈作業軽減のためのカバープ

ランツの導入等を実施。県の支援により、橋梁の架け替え

を実施し、農業生産活動を継続できる環境を整備。 

○ 法人は、耕作者が不在となった農地の引き受け、荒廃農

地の復旧に取組んでおり、地域の農地を集約(H26:11ha)。 

○ 水稲は、県の特別栽培農産物認証を取得し、「棚田清流

育ち・特別栽培米」として生産し、約６割をインターネッ

トを活用した直売や病院等に直売（H26：約１千万円）。 

○ 女性の力を活用し、アスパラガス等の栽培、餅等の加工

品の製造・販売を実施。 

取組の概要 
 

○ 当地区は、鳥取市の南西部にある千代川の支流

沿いに位置し、農地の区画は10a程度であり、水稲

を中心に野菜も栽培。 

○ 担い手を含む地域の農業者の高齢化等によって、

荒廃農地の増加が懸念されており、集落で農地を

維持していくため、平成12年から本制度を実施。 

○ また、個々で行っている農作業の効率化を進め

るため、平成14年に農事組合法人「ラブグリーン

細見」を設立。 

地域の現状 

  

 

 １－⑤ 鳥取県鳥取市口細見集落協定  

協定面積：13.3 ha（全て田） 交付金額：239万円（個人配分38％、共同取組活動62％） 
協定参加者：農業者8人､農事組合法人ラブグリーン細見（17人） 協定開始：平成12年度 

【荒廃農地の再生】   
【協定農用地】 

く ち ほそ  み とっ とり  し 

せん  だい  がわ 

【法人の設立】 【特別栽培農産物認証】 １－⑤ 【野菜栽培】 


